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安全にご使用いただくために 

 

   安全にご使用いただくため、試験装置をご使用になる前に、次の事項を必ずお読み下さい。 

   また、仕様に記されている以外で使用しないで下さい。 

   試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。 

   詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。 

 

人体保護における注意事項 
 

   感電について  人体や生命に危険が及ぶ恐れがありますので、各測定コードを接続する 

場合は、十分気をつけて接続して下さい。 

測定中、電圧入力部及び電圧出力部には、測定電圧が高く（1500V） 

     感電の危険がありますので、十分注意して下さい。 

 

   電気的な過負荷 感電または、発火の恐れがありますので、測定入力には指定された範囲 

     外の電圧、電流を加えないで下さい。 

 

   パネルの取り外し 試験装置内部には、電圧を入力する部分があり感電の危険があります 

ので、パネルを取り外さないで下さい。 

 

   適切なヒューズ 発火等の恐れがありますので、指定された定格以外のヒューズは使用 

の使用    しないで下さい。 

 

   機器が濡れた状態 感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用しないで下さい。 

      での使用 

 

   ガス中での使用 発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では使用しないで 

     下さい。 

 

 

機器保護における注意事項 
 

   電  源               指定された範囲外の電圧を印加しないで下さい。 

 

   故障と思われる 故障と思われる場合は、必ず（株）双興電機製作所または、販売店 

場合    までご連絡下さい。 
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１．  仕様 

１）測定項目        ：電圧計、電流計、位相計、周波数計、タイマ、カウンタ 

 

 ２）動作電源        ：ＡＣ１００Ｖ ±１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

 

 ３）電圧測定部 

測定レンジ       ：２０／２００／１５００Ｖ 

   表示部         ：４桁 1/2 デジタル表示 

   計測方式        ：真の実効値換算方式 

   入力インピーダンス   ：２０／２００Ｖレンジ  ２００ｋΩ 

１５００Ｖレンジ １．２ＭΩ 

   測定精度        ：±0.２５％rdg±１０dgt（各レンジの１０％～100%） 

周囲温度：２３℃±３℃  周囲湿度：４５～７５％R.H. 

電源電圧：１００V±１V 測定波形：正弦波 

   サンプルレート     ：２．５回／ｓ 

   オーバー表示      ：表示が点滅します 

 

 ４）電流測定部 

測定レンジ       ：２０／２００ｍA／２／２０／５０／１０００A 

＊１０００A レンジはｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）にて測定 

   表示部         ：４桁 1/2 デジタル表示 

   計測方式        ：真の実効値換算方式 

   入力インピーダンス   ：２０／２００ｍＡ／２Ａレンジ  ２０ｍΩ 

２０／５０Ａレンジ  １ｍΩ 

   測定精度        ：±0.２５％rdg±１０dgt（各レンジの１０％～100%） 

±５％rdg±１０dgt（１０００A レンジ） 

周囲温度：２３℃±３℃  周囲湿度：４５～７５％R.H. 

電源電圧：１００V±１V 測定波形：正弦波 

   サンプルレート     ：２．５回／ｓ 

   オーバー表示      ：表示が点滅します 

 

 ５）位相測定部 

   測定内容        ：電圧要素（基準）に対する、電流要素（試験）の位相差 

測定入力        ：電圧要素、電流要素共各レンジの１０～１００％ 

   測定範囲         ０．０００°～３６０．０° 

   表示範囲         ０．０００°～３６０．０° 

－１８０．０°～０～１８０．０° 

   周波数特性       ：４０～７０Hz 

   分解能         ：０．１° 

   許容誤差        ：±０．7°±1ｄｇｔ 
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６）周波数測定部 

   測定内容        ：電圧要素の周波数 

測定入力        ：電圧要素の各レンジ１０～１００％ 

測定範囲        ：４０．００～１００．００／９９９．９Hz 

  分解能         ：０．０１／０．１Hz 

  許容誤差        ：±０．０２％ｒｄｇ±２ｄｇｔ 

   

７）タイマ測定部 

スタート信号入力    ：電圧入力 ＡＣ２０Ｖ～２００Ｖ 

ＤＣ１０Ｖ～３００Ｖ 

：電流入力 電流計切替スイッチの各レンジに対して５０％以上 

：接点入力 ａ，ｂ無電圧接点（自動検出） 

   スタート出力      ：接点信号出力（常時開路） 

：接点容量 AC/DC 共 大２００Ｖ １Ａ 

ストップ出力      ：接点信号出力（常時開路） 

接点容量 AC/DC 共 大２００Ｖ １Ａ 

タイマ設定範囲     ：0.1msec ﾚﾝｼﾞ／0.1～999.9msec 

1msec ﾚﾝｼﾞ／ 1～ 9999msec 

    時間設定精度      ：0.1msec ﾚﾝｼﾞ／設定値に対して±０．１％±３ｄｇｔ 

1msec ﾚﾝｼﾞ／設定値に対して±０．１％±３ｄｇｔ 

    分解能         ：0.1msec ﾚﾝｼﾞ／0.1msec（基準パルス１０ｋＨｚ） 

1msec ﾚﾝｼﾞ／ 1msec（基準パルス １ｋＨｚ） 

 

 ８）カウンタ測定部 

   測定範囲        ：０～９９９９９．９／９９９９９９ｍｓ 

   分解能         ：０．１／１ｍｓ 

   測定精度        ：±０．０１％ｒｄｇ±１ｄｇｔ±⊿ｔ 

⊿ｔ（スタート，ストップ各信号要素によっての誤差） 

⊿t：接点，DC 電圧  ±1ms 

AC 電圧 ５～10V ±5ms 

10～20V ±2.5ms 

20V 以上 ±1ms 

 

スタート信号入力    ：電圧入力 ＡＣ２０Ｖ～２００Ｖ 

ＤＣ１０Ｖ～３００Ｖ 

接点入力 ａ，ｂ無電圧接点（自動検出） 

ストップ信号入力    ：電圧入力 ＡＣ２０Ｖ～２００Ｖ 

ＤＣ１０Ｖ～３００Ｖ 

接点入力 ａ，ｂ無電圧接点（自動検出） 

 



 ５

９）使用温湿度範囲     ：５～４０℃ 20～80％Ｒ.Ｈ. 

 

１０）外形寸法        ：２９０（Ｄ）×４４８（Ｗ）×２５０（Ｈ） 

 

１１）重量          ：約５ｋｇ 

 

１２）付属品         ：電源コード（０．７５ｓｑ×２芯 ３ｍ）…………………１本 

                接地コード（１．２５ｓｑ ５ｍ） ………………………１本 

                リード線収納袋 ………………………………………………１袋 

                取扱説明書（本書） …………………………………………１部 

 

１３）オプション品      ：クランプセンサ（６８φ ３ｍ） …………………………１個 
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２．  各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．電圧入力端子 

   電圧要素を接続します。１５００V レンジは Ｖ１－ＣＯＭ１間、２０／２００Ｖレンジは 

Ｖ２－ＣＯＭ２間に接続します。 

 ２．電圧出力端子 

   電圧入力端子に入力した要素を外部出力します。１５００V レンジは Ｖ３－ＣＯＭ２間、 

２０／２００Ｖレンジは Ｖ４－ＣＯＭ２間に接続します。 

３．電流入力端子 

   電流要素を接続します。２０／５０Ａレンジは Ａ１－ＣＯＭ３間、２０／２００ｍＡ／ 

２Ａレンジは Ａ２－ＣＯＭ３間に接続します． 

４．ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ端子 

   ｵﾌﾟｼｮﾝのｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻで電流要素を測定する場合に接続します。 

 ５．電流出力端子 

   電流入力端子に入力した要素を外部出力します。 

   ＊使用する場合は、Ａ３－ＣＯＭ４間の短絡バーを外して下さい。 

 ６．電源コネクタ 

   動作電源入力用のコネクタで、ＡＣ１００Ｖの電源を供給します。 

 ７．アース端子 

   筐体の接地用端子です。 

 ８．スタート信号切替スイッチ 

   スタート入力端子の入力信号切替えスイッチです。 

 ９．スタート入力端子 

   タイマ及びカウンタの、スタート信号の入力端子です。 

１０．ストップ入力端子 

   カウンタのストップ信号の入力端子です。 
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１１．ストップ信号切替スイッチ 

   ストップ入力端子の入力信号切替えスイッチです。 

１２．スタート出力端子 

   タイマのスタート信号の出力端子です。 

１３．ストップ出力端子 

   タイマのストップ信号の出力端子です。 

１４．表示ランプ① 

   位相・周波数計の表示ランプです。位相計の場合は“ＤＥＧ”が点灯し、周波数計の場合は 

  “Ｈｚ”が点灯します。 

１５．表示ランプ② 

   電流計の表示ランプです。２０／２００ｍＡレンジの場合は“ｍＡ”が点灯し、２／２０／ 

５０／１０００Ａレンジの場合は“Ａ”が点灯します。 

１６．電源スイッチ 

   本装置のメインスイッチです。 

１７．リセットスイッチ 

   カウンタ表示部のリセットスイッチです。 

１８．ｶｳﾝﾀ/ﾀｲﾏ切替スイッチ 

   カウンタとタイマとの切替えスイッチです。 

１９．時間レンジ切替スイッチ 

   タイマ設定スイッチのレンジの切替えスイッチです。 

２０．タイマ設定スイッチ 

   タイマの時間を設定するスイッチです。 

２１．周波数計切替スイッチ 

   周波数計のレンジの切替えスイッチです。 

２２．位相計切替スイッチ 

   位相計の表示範囲の切替えスイッチです。 

２３．位相/周波数計切替スイッチ 

   位相計と周波数計との切替えスイッチです。 

２４．電流計切替スイッチ 

   電流計のレンジの切替えスイッチです。 

２５．電圧計切替スイッチ 

   電圧計のレンジの切替えスイッチです。 

２６．電流計 

   電流計の表示部です。 

２７．位相･周波数計 

   位相計と周波数計の表示部です。 

２８．電圧計 

   電圧計の表示部です。 

２９．カウンタ 

   タイマとカウンタの時間表示部です。 
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３．  電圧の測定 

 交流の電圧測定を行います。Mａｘ１５００Vまでの測定が可能です。 

 

 １．電源コネクタに付属の電源コードを接続し、ＡＣ１００Ｖコンセントに接続して下さい。 

 

  ２．電圧入力端子に測定する電圧コードを接続して下さい。（図１参照） 

       ２０／２００Ｖレンジ…………Ｖ２－ＣＯＭ１間 

         １５００Ｖレンジ…………Ｖ１－ＣＯＭ１間 

 

  ３．測定する電圧が外部に必要の場合は、電圧出力端子に出力コードを接続して下さい。 

＊電流容量Ｍａｘ１０Ａ                       （図１参照） 

       ２０／２００Ｖレンジ…………Ｖ４－ＣＯＭ２間 

         １５００Ｖレンジ…………Ｖ３－ＣＯＭ２間 

 

  ４．測定する電圧値に合わせて、電圧計切替スイッチのレンジを切替えて下さい。 

 

  ５．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

 

  ６．電圧計の表示を確認しながら、測定を行う電圧を印加して下さい。 

 

＊＊注意＊＊ 

電圧入力端子に入力する電圧は、定格の範囲内として下さい。この範囲を超えて入力す

ると本装置の故障の原因となります。 

 

  ７．測定が終われば、電源スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：電圧の測定 
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４．  電流の測定 

 交流の電流測定を行います。端子入力でMａｘ５０Ａまで、ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）の使用で 

Mａｘ１０００Ａまでの測定が可能です。 

 

 １．電源コネクタに付属の電源コードを接続し、ＡＣ１００Ｖコンセントに接続して下さい。 

 

  ２．電流入力端子に測定する電流コードを接続して下さい。又、ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）で測定す 

  る場合は、ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ端子に接続して下さい。（図２、３参照） 

       ２０／２００ｍＡ／２Ａレンジ…………Ａ２－ＣＯＭ３間 

            ２０／５０Ａレンジ…………Ａ１－ＣＯＭ３間 

             １０００Ａレンジ…………ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ端子 

 

  ３．測定する電流が外部に必要の場合は、電流出力端子間（Ａ３－ＣＯＭ４間）の短絡バー 

  を取外し、電流出力端子に出力コードを接続して下さい。（図２参照） 

  ＊電流容量Ｍａｘ５０Ａ 

＊ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）で測定を行う場合は、外部に出力することは出来ません。 

 

  ４．測定する電流値に合わせて、電流計切替スイッチのレンジを切替えて下さい。 

 

  ５．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

  ＊レンジに合わせて表示ランプ②が点灯します。 

 

  ６．電流計の表示を確認しながら、測定を行う電流を印加して下さい。 

 

＊＊注意＊＊ 

電流入力端子に入力する電流は、定格の範囲内として下さい。この範囲を超えて入力す

ると本装置の故障の原因となります。 

 

  ７．測定が終われば、電源スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。 

 

  ８．電流出力端子を使用した場合は、短絡バーを元に戻し端子をしっかりと締め付けて下さ 

い。 

 

＊＊注意＊＊ 

電流出力端子間の短絡バーの締め付けが確実でない場合、電流の測定が行えなかったり

又、接触不良による接触抵抗の発熱により、電流出力端子が焼損する恐れがあります。 
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図２：電流の測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：電流の測定（ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ） 
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５．  位相の測定 

 電圧要素（基準側）に対して、電流要素（試験側）の位相差の測定を行います。 

 

 １．電源コネクタに付属の電源コードを接続し、ＡＣ１００Ｖコンセントに接続して下さい。 

 

  ２．位相/周波数計切替スイッチを“位相計”にして下さい。 

 

  ３．位相計スイッチを表示範囲に合わせて切替えて下さい。 

 

  ４．電圧入力端子に電圧要素のコードを接続して下さい。（図４参照） 

       ２０／２００Ｖレンジ…………Ｖ２－ＣＯＭ１間 

         １５００Ｖレンジ…………Ｖ１－ＣＯＭ１間 

 

  ５．測定する電圧が外部に必要の場合は、電圧出力端子に出力コードを接続して下さい。 

＊電流容量Ｍａｘ１０Ａ 

       ２０／２００Ｖレンジ…………Ｖ４－ＣＯＭ２間 

         １５００Ｖレンジ…………Ｖ３－ＣＯＭ２間 

 

  ６．測定する電圧値に合わせて、電圧計切替スイッチのレンジを切替えて下さい。 

 

  ７．電流入力端子に電流要素のコードを接続して下さい。（図４参照） 

       ２０／２００ｍＡ／２Ａレンジ…………Ａ２－ＣＯＭ３間 

            ２０／５０Ａレンジ…………Ａ１－ＣＯＭ３間 

              １０００Ａレンジ…………ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ（ｵﾌﾟｼｮﾝ） 

＊ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻの極性を確認して下さい。 

 

  ８．測定する電流が外部に必要の場合は、電流出力端子間（Ａ３－ＣＯＭ４間）の短絡バーを 

取外し、電流出力端子に出力コードを接続して下さい。 

  ＊電流容量Ｍａｘ５０Ａ 

＊ｸﾗﾝﾌﾟｾﾝｻ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）で測定を行う場合は、外部に出力することは出来ません。 

 

  ９．測定する電流値に合わせて、電流計切替スイッチのレンジを切替えて下さい。 

 

１０．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

  ＊レンジに合わせて表示ランプ①、②が点灯します。 

 



 １２

１１．電圧計の表示を確認しながら、電圧要素を印加して下さい。 

   電圧要素が位相測定の『基準側』となります。 

 

＊＊注意＊＊ 

電圧入力端子に入力する電圧は、定格の範囲内として下さい。この範囲を超えて入力す

ると本装置の故障の原因となります。 

 

１２．電流計の表示を確認しながら、電流要素を印加して下さい。 

   電流要素が位相測定の『試験側』となります。 

 

＊＊注意＊＊ 

電流入力端子に入力する電流は、定格の範囲内として下さい。この範囲を超えて入力す

ると本装置の故障の原因となります。 

 

１３．位相･周波数計の表示を確認しながら、測定を行います。 

 

１４．測定が終われば、電源スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。 

 

１５．電流出力端子を使用した場合は、短絡バーを元に戻し端子をしっかりと締め付けて下さ 

い。 

 

＊＊注意＊＊ 

電流出力端子間の短絡バーの締め付けが確実でない場合、電流の測定が行えなかったり

又、接触不良による接触抵抗の発熱により、電流出力端子が焼損する恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４：位相の測定 



 １３

６．  周波数の測定 

 電圧要素の周波数の測定を行います。４０Ｈｚ～１０００Ｈｚまでの測定が可能です。 

 

 １．電源コネクタに付属の電源コードを接続し、ＡＣ１００Ｖコンセントに接続して下さい。 

 

  ２．位相/周波数計切替スイッチを“周波数計”にして下さい。 

 

  ３．測定する周波数に合わせて、周波数計切替スイッチのレンジを切替えて下さい。 

 

  ４．電圧入力端子に電圧要素のコードを接続して下さい。（図５参照） 

       ２０／２００Ｖレンジ…………Ｖ２－ＣＯＭ１間 

         １５００Ｖレンジ…………Ｖ１－ＣＯＭ１間 

 

  ５．測定する電圧が外部に必要の場合は、電圧出力端子に出力コードを接続して下さい。 

＊電流容量Ｍａｘ１０Ａ 

       ２０／２００Ｖレンジ…………Ｖ４－ＣＯＭ２間 

         １５００Ｖレンジ…………Ｖ３－ＣＯＭ２間 

 

  ６．測定する電圧値に合わせて、電圧計切替スイッチのレンジを切替えて下さい。 

 

７．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

  ＊レンジに合わせて表示ランプ①が点灯します。 

 

８．電圧計の表示を確認しながら、電圧要素を印加して下さい。 

 

＊＊注意＊＊ 

電圧入力端子に入力する電圧は、定格の範囲内として下さい。この範囲を超えて入力す

ると本装置の故障の原因となります。 

 

９．位相･周波数計の表示を確認しながら、測定を行います。 

 

１０．測定が終われば、電源スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。 

 



 １４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：周波数の測定 



 １５

７．  タイマの測定 

 スタート信号を入力するとタイマがスタートし、設定した試験時間後にストップ信号が出力 

します。ﾐﾘｾｺﾝﾄﾞｶｳﾝﾀやリレーテスタのカウンタ校正などに使用して下さい。 

 

 １．電源コネクタに付属の電源コードを接続し、ＡＣ１００Ｖコンセントに接続して下さい。 

 

  ２．ｶｳﾝﾀ/ﾀｲﾏ切替スイッチを“タイマ”にして下さい。 

 

  ３．タイマをスタートさせる信号に合わせて、スタート入力端子又は、電流入力端子に、スタ 

ート信号用のコードを接続して下さい。（図６、７、８参照） 

 

  ４．スタート入力端子にスタート信号を入力する場合、信号に合わせてスタート信号切替スイ 

ッチを切替えて下さい。 

接点側： ａ，ｂ無電圧接点（自動検出） 

電圧側： ＡＣ２０Ｖ～２００Ｖ、ＤＣ１０Ｖ～３００Ｖ範囲内での 

            印加及び除去（自動検出） 

 

   電流入力端子にスタート信号（電流）を入力する場合、電流値に合わせて電流計切替スイ 

ッチを切替えて下さい。 

電流： 電流計切替スイッチの各レンジに対して５０％以上の電流入力 

 

  ５．タイマのスタート信号が必要の場合は、スタート出力端子に出力用のコードを接続して 

下さい。（図６参照） 

 

  ６．ストップ出力端子に、ストップ信号用のコードを接続して下さい。（図６、７、８参照） 

 

７．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

 

  ８．タイマ設定スイッチと、時間レンジ切替スイッチで試験時間（校正する基準時間）を設定 

して下さい。カウンタに設定した時間が表示します。 

  ＊タイマ設定スイッチ の『＋』と『－』ボタンを押して桁毎に数値を設定します。 

  ＊設定が１０００ｍｓｅｃ以下の時は、時間レンジ切替スイッチは“0.1ｍｓ” 

  ＊設定が１０００ｍｓｅｃ以上の時は、時間レンジ切替スイッチ は“１ｍｓ” 

 

  ９．スタート入力端子又は、電流入力端子にスタート信号を入力して下さい。タイマのカウン 

トがスタートします。 

  ＊カウントの途中で測定を中止する場合は、リセットスイッチを押して下さい。 

   ８．で設定した時間に戻ります。 



 １６

 

＊＊注意＊＊ 

・スタート入力端子に電圧信号を入力する場合は、定格の範囲内として下さい。この 

範囲を超えて入力すると本装置の故障の原因となります。 

・電流入力端子に電流を入力する場合は、定格の範囲内として下さい。この範囲を超え 

て入力すると本装置の故障の原因となります。 

・ＡＣ電圧及び電流のスタート信号でゼロクロススタートの場合、数ｍｓ程度スタート 

 が遅れる場合があります。この場合、定格範囲内で出来る限り高いレベルの信号を印 

 加するようにして下さい。 

 

１０．カウントが終わると、ストップ出力端子からストップ信号が出力します。 

 

１１．リセットスイッチを押して下さい。 ８．で設定した時間に戻ります。 

 

１２．再度測定を行う場合は、８．～１１．の操作を行って下さい。 

 

１３．測定が終われば、電源スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６：タイマの測定（ﾐﾘｾｺﾝﾄﾞｶｳﾝﾀ） 



 １７

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７：タイマの測定（リレーテスタ：電圧スタート信号の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８：タイマの測定（リレーテスタ：電流スタート信号の場合） 



 １８

８．  カウンタの測定 

 スタート信号を入力するとカウンタがスタートし、ストップ信号を入力するとストップしま 

す。カウンタの校正又は時限測定用のカウンタとして使用して下さい。 

 

 １．電源コネクタに付属の電源コードを接続し、ＡＣ１００Ｖコンセントに接続して下さい。 

 

  ２．ｶｳﾝﾀ/ﾀｲﾏ切替スイッチを“カウンタ”にして下さい。 

 

  ３．時間レンジ切替スイッチを表示範囲に合わせて切替えて下さい。 

 

  ４．スタート入力端子に、カウンタのスタート信号用のコードを接続して下さい。（図９参照） 

 

  ５．スタート入力端子に入力する信号に合わせて、スタート信号切替スイッチを切替えて下さ 

い。 

接点側： ａ，ｂ無電圧接点（自動検出） 

電圧側： ＡＣ２０Ｖ～２００Ｖ、ＤＣ１０Ｖ～３００Ｖ範囲内での 

            印加及び除去（自動検出） 

 

  ６．ストップ入力端子に、カウンタのストップ信号用のコードを接続して下さい。（図９参照） 

 

  ７．ストップ入力端子に入力する信号に合わせて、ストップ信号切替スイッチを切替えて下さ 

い。 

接点側： ａ，ｂ無電圧接点（自動検出） 

電圧側： ＡＣ２０Ｖ～２００Ｖ、ＤＣ１０Ｖ～３００Ｖ範囲内での 

            印加及び除去（自動検出） 

 

８．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

 

  ９．スタート入力端子にスタート信号を入力して下さい。カウントがスタートします。 

  ＊カウントの途中で測定を中止する場合は、リセットスイッチを押して下さい。 

 

＊＊注意＊＊ 

・スタート入力端子に電圧信号を入力する場合は、定格の範囲内として下さい。この 

範囲を超えて入力すると本装置の故障の原因となります。 

・ＡＣ電圧のスタート信号でゼロクロススタートの場合、数ｍｓ程度スタートが遅れる 

 場合があります。この場合は、定格範囲内で出来る限り高い電圧を印加するようにし 

て下さい。 

 



 １９

１０．ストップ入力端子にストップ信号を入力して下さい。カウントがストップします。 

 

＊＊注意＊＊ 

ストップ入力端子に電圧信号を入力する場合は、定格の範囲内として下さい。この範囲

を超えて入力すると本装置の故障の原因となります。 

 

１１．リセットスイッチを押して下さい。カウンタの表示がリセットされます。 

 

１２．再度測定を行う場合は、９．～１１．の操作を行って下さい。 

 

１３．測定が終われば、電源スイッチを“ＯＦＦ”にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９：カウンタの測定 

 



 ２０

9．  外形図 

 

 


